
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
四
九
三

扱
事
務
の
名
称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

○
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
の
許
可
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
三

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
四

○
土
地
改
良
事
業
の
施
行
同
意
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
五

○
道
路
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
五

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
五

○
廃
川
敷
地
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
五

○
都
市
公
園
の
区
域
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
五

公
　
　
　
告

○
換
地
処
分
の
届
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
六

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
六

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
九
九

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
〇
〇

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務

の
名
称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
等
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
一
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
二
十
二
の
項
を
二
十
三
の
項
と
し
、
四
の
項
か
ら
二
十
一
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

下
げ
る
。

本
則
の
表
三
の
項
中
「
同
右
」
を
「
合
格
発
表
の
日
か
ら
一
か
月
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
四
の

項
と
し
、
同
表
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
　
看
護
師
採
用
選
考
試
験

総
合
得
点
及
び
順
位

合
否
通
知
を

山
梨
県
福
祉

発
送
し
た
日

保
健
部
医
務

か
ら
一
か
月

課
県
立
病
院

間

経
営
企
画
室

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二

の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
に
つ
い
て
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
内
容
等

１
　
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（一）

氏
名
又
は
名
称
　
株
式
会
社
ソ
リ
タ
　
代
表
取
締
役
　
反
田
成
樹

（二）

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
下
栗
原
千
九
十
四
番
地
一

２
　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
場
所

山
梨
県
北
杜
市
長
坂
町
日
野
字
姥
久
保
二
千
三
百
十
二
番
、
同
二
千
三
百
十
三
番

３
　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条

第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号
、
第
十
三
号
の
二
に
該
当
す
る
施
設

４
　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

汚
泥
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
、
ゴ

ム
く
ず

５
　
申
請
年
月
日

平
成
二
十
年
八
月
十
八
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

四
九
三

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
年

八
月
二
十
八
日

第
千
八
百
八
十
二
号

木　曜　日



二
　
申
請
書
等
の
縦
覧

１
　
縦
覧
に
供
す
る
書
類

申
請
書
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
で
準
用
す

る
同
法
第
十
五
条
第
三
項
の
書
類

２
　
縦
覧
場
所

山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所

３
　
縦
覧
の
期
間
及
び
時
間

こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及

び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

三
　
意
見
書
の
提
出

当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
次
に
よ
り
生
活
環
境
の

保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

（一）

意
見
書
提
出
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
号

（二）

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
対
象
事
業
の
名
称

（三）

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見

２
　
提
出
先

山
梨
県
森
林
環
境
部
環
境
整
備
課
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
―
八
五
〇
一
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目

六
番
一
号
）

３
　
提
出
期
限

平
成
二
十
年
十
月
十
四
日
ま
で
。
な
お
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
同
月
十
四
日
午
後
五
時
ま
で

に
提
出
先
に
必
着
す
る
こ
と
。

４
　
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
環
境
整
備
課
（
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
五
一
八
）

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

大
月
市
賑
岡
町
奥
山
字
勘
蔵
二
一
三
四
、
二
一
三
五
、
二
一
三
六
、
二
一
六
二
、
二
一
三
二
、
二

一
三
三
、
二
一
六
三
、
二
一
六
四
、
二
一
六
五
、
二
一
六
六
、
二
一
六
七
、
二
一
七
五
、
二
一
八
六

の
一
、
二
一
八
七
、
二
一
八
八
、
二
一
八
九
、
二
一
九
〇
、
二
一
九
一
、
二
一
九
八
、
二
二
一
四

二
　
指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
勘
蔵
二
一
六
三
・
二
一
六
六
・
二
一
九
一
・
二
一
九
八
・
二
二
一
四
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
一
三
四
、
二
一
三
五
、
二
一
三
三
、
二
一
六
五
、
二
一
八

七
２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所

南
ア
ル
プ
ス
市
上
宮
地
字
上
ノ
山
三
九
四
七
、
三
九
四
八
、
三
九
五
五
、
三
九
五
八
、
三
九
五
九
、

三
九
六
〇
、
三
九
六
一
、
三
九
六
二

二
　
指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
上
ノ
山
三
九
四
七
・
三
九
四
八
・
三
九
六
〇
・
三
九
六
一
・
三
九
六
二
（
以
上
五
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
四



２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

南
ア
ル
プ
ス
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
八
月
六
日
に
土
地
改
良
事
業
（
大
泉
地
区
基
盤

整
備
促
進
事
業
）
の
施
行
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
十
八
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
野
牛
島
字
三
ノ
割
一
一
二
〇

旧

七
・
〇
〜

三
八
五
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

二
八
・
〇

南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
野
牛
島
字
三
ノ
割
地
内
一
級

河
川
釜
無
川
右
岸
堤
防
地
先
ま
で

新

一
七
・
三
〜

二
四
六
・
〇

三
四
・
〇

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

市
川
三
郷
身

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
宮
ノ

四
九
・
九
平
成
二
十
年

延
線

尾
一
五
四
九
番
の
五
地
先
か
ら

八
月
二
十
八

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
宮
ノ

日

尾
一
五
〇
四
番
の
四
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

次
の
と
お
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
四

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
を
山
梨
県
県
土
整
備
部
治
水
課
及
び
中
北
建
設

事
務
所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
河
川
の
名
称
　
富
士
川
水
系
　
七
覚
川

二
　
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

三
　
廃
川
敷
地
等
の
位
置
　
甲
府
市
右
左
口
町
字
前
田
保
三
千
二
百
五
十
七
番
三
及
び
三
千
二
百
五
十

七
番
四

四
　
廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量
　
二
百
五
十
・
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

次
の
と
お
り
都
市
公
園
の
区
域
を
変
更
す
る
の
で
、
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨

県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
五



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

名
　
　
　
称

位
　
　
　
置

変
更
に
係
る
区
域

供
用
開
始
年
月
日

舞
鶴
城
公
園

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目

次
の
図
面
の
と
お
り

平
成
二
十
年
八
月
二
十

九
日

（
「
次
の
図
面
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。）公

　
　
　
告

'

換
地
処
分
の
届
出

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
杜
市
長
か
ら
換
地
処
分
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
地
区
名

北
杜
市
須
玉
町
若
神
子
新
町
山
ノ
神
地
区

二
　
換
地
処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
年
七
月
十
七
日

三
　
換
地
処
分
を
し
た
土
地
の
権
利
者
数

十
六
人

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
忍
草

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

大
森
　
勝
光

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
四
三
二
番
地

平
成
二
十
年
四
月
十
日

同

大
森
　
長
秀

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六
番
地

同

同

天
野
　
勝
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
番
地

同

同

大
森
　
一
芳

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六
番
地

同

同

天
野
　
栄
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
七
番
地

同

同

天
野
　
義
長

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
五
番
地

同

同

天
野
　
武

同
　
　
　
　
　
　
　
二
九
一
一
番
地
一

同

同

天
野
　
洋
文

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
番
地

同

同

天
野
　
久

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
番
地

同

同

渡
辺
　
正
敏

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
番
地

同

同

大
森
　
純
一

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
番
地

同

同

天
野
　
一
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
六
番
地

同

監
　
事

渡
辺
　
玉
男

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八
番
地

同

同

渡
辺
　
俊
訓

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
番
地

同

同

渡
辺
　
晴
行

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
六
番
地

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

天
野
　
洋
文

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
二
五
八
番
地

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

同

大
森
　
長
秀

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
六



同

大
森
　
純
一

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
番
地

同

同

大
森
　
一
芳

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六
番
地

同

同

天
野
　
久

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
番
地

同

同

天
野
　
一
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
六
番
地

同

同

渡
辺
　
正
敏

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
番
地

同

同

天
野
　
武

同
　
　
　
　
　
　
　
二
九
一
一
番
地
一

同

同

天
野
　
義
長

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
五
番
地

同

同

天
野
　
栄
一

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
七
番
地

同

同

大
森
　
達
美

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
八
番
地

同

同

渡
辺
　
英
光

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
七
番
地

同

監
　
事

渡
辺
　
玉
男

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八
番
地

同

同

大
森
　
勝
光

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
二
番
地

同

同

天
野
　
勝
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
番
地

同

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
篠

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

小
俣
　
義
夫

大
月
市
猿
橋
町
小
篠
七
三
三
番
地

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

同

市
川
　
貞
治

同
　
　
　
　
　
　
　
五
一
四
番
地

同

同

藤
本
　
匡
支

同
　
　
　
　
　
　
　
八
五
三
番
地

同

同

守
屋
　
篤
男

同
　
　
　
　
　
　
　
五
七
三
番
地

同

同

和
田
　
利
一

同
　
　
　
　
　
　
　
八
六
九
番
地

同

同

小
鷹
　
弘
道

同
　
　
　
　
　
　
　
五
三
四
番
地

同

監
　
事

原
田
　
隆
一

同
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八
番
地

同

同

佐
々
木
　
進

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
番
地

同

同

楢
島
　
利
廣

同
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
八
番
地

同

同

小
俣
　
幸
一

同
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
番
地

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

市
川
　
貞
治

大
月
市
猿
橋
町
小
篠
五
一
四
番
地

平
成
二
十
年
四
月
一
日

同

原
田
　
隆
一

同
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八
番
地

同

同

原
田
　
明
徳

同
　
　
　
　
　
　
　
八
九
三
番
地

同

同

小
鷹
　
淳
男

同
　
　
　
　
　
　
　
八
五
七
番
地

同

同

小
俣
　
好
弘

同
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
番
地

同

同

小
俣
彦
一
朗

同
　
　
　
　
　
　
　
五
六
九
番
地

同

監
　
事

原
　
　
明
彦

同
　
　
　
　
　
　
　
五
七
二
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
七



同

原
　
　
純
夫

同
　
　
　
　
　
　
　
八
七
七
番
地

同

同

石
井
　
秀
廣

同
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
番
地

同

同

中
村
　
正
則

同
　
　
　
　
　
　
　
八
九
九
番
地

同

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
五
ヶ

堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

小
佐
野
　
茂

都
留
市
田
野
倉
　
　
　
八
九
二
番
地

平
成
二
十
年
四
月
十
日

同

天
野
　
重
道

大
月
市
大
月
町
大
月
一
五
七
五
番
地
三

同

同

天
野
　
保
美

同
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
一
番
地
二

同

同

奈
良
　
威

同
　
　
猿
橋
町
殿
上
　
三
五
七
番
地
一

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

中
村
　
孟
勃

都
留
市
田
野
倉
　
　
　
五
三
九
番
地

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

同

小
宮
　
真
蔵

大
月
市
大
月
町
大
月
一
〇
九
三
番
地

同

同

小
宮
　
静

同
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
三
番
地

同

同

渡
辺
　
進
一

同
　
　
猿
橋
町
殿
上
　
五
八
五
番
地
一
一
同

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
初
狩

土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

丸
山
　
徳
治

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
　
七
一
七
番
地

平
成
二
十
年
七
月
十
六
日

同

杉
本
　
徳
治

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
番
地

同

同

宮
咲
　
寛
也

同
　
　
　
　
　
下
初
狩
　
三
〇
一
番
地

同

同

天
野
　
力

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
六
二
番
地

同

同

天
野
　
博
宇

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
八
八
番
地

同

同

杉
本
　
伸

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
五
番
地

同

同

清
水
　
長
次

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
四
番
地

同

同

原
　
　
泉

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
三
番
地

同

同

小
林
　
國
臣

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
三
番
地

同

同

小
林
　
幹
男

同
　
　
　
　
　
中
初
狩
　
　
五
〇
番
地

同

同

小
林
　
恭
治

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
二
番
地

同

同

山
中
　
信
市

同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
五
番
地

同

同

藤
本
　
英
夫

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
五
番
地

同

同

小
林
　
清
吉

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
九
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
八



同

三
枝
　
正
良

同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
四
番
地

同

同

中
村
　
益
雄

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
四
番
地

同

監
　
事

中
村
美
名
男

同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
七
番
地

同

同

赤
松
金
次
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
番
地

同

同

小
林
　
泰
久

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
八
番
地

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

杉
本
　
徳
治

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
一
六
四
番
地

平
成
二
十
年
七
月
十
七
日

同

藤
本
　
英
夫

同
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
五
番
地

同

同

宮
咲
　
寛
也

同
　
　
　
　
　
下
初
狩
三
〇
一
番
地

同

同

天
野
　
力

同
　
　
　
　
　
　
　
三
三
六
二
番
地

同

同

原
　
　
広
行

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
番
地

同

同

杉
本
　
伸

同
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
五
番
地

同

同

天
野
　
勝
雄

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
二
番
地

同

同

原
　
　
泉

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
三
番
地

同

同

小
林
　
國
臣

同
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
三
番
地

同

同

小
林
　
恭
治

同
　
　
　
　
　
中
初
狩
四
八
二
番
地

同

同

小
林
　
正
憲

同
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
六
番
地

同

同

天
野
　
公
男

同
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
番
地

同

同

小
林
　
斌
朋

同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
五
番
地

同

同

山
中
　
信
市

同
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
五
番
地

同

同

杉
本
　
富
春

同
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
四
番
地

同

同

小
林
　
清
吉

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
九
番
地

同

同

杉
本
　
初
男

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
六
番
地

同

同

小
林
　
義
勇

同
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
三
番
地

同

同

今
泉
　
佳
年

同
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
二
番
地

同

監
　
事

小
林
美
亀
雄

同
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
五
番
地
三

同

同

小
林
　
捷
利

同
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
七
番
地

同

同

小
林
　
正
章

同
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
五
番
地

同

'

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
実
施

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
行
う
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
意
見
の
聴
取
を
行
う
日
時

平
成
二
十
年
九
月
二
日
　
午
後
一
時
三
十
分

二
　
意
見
の
聴
取
を
行
う
場
所

甲
斐
市
下
今
井
二
百
三
十
六
番
二
号
　
双
葉
公
民
館
二
階
第
二
研
修
室

三
　
許
可
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
計
画
内
容

１
　
建
築
物
の
位
置
　
甲
斐
市
岩
森
字
道
下
一
四
三
一
番
二
、
一
四
三
二
番
二
（
第
一
種
低
層
住
居

専
用
地
域
及
び
第
一
種
住
居
地
域
）

２
　
建
築
物
の
内
容
　
建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
自
転
車
駐
車

場
（
鉄
骨
造
平
屋
建
て
床
面
積
百
二
十
二
・
七
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
新
築

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

四
九
九



公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
被
疑
者
取
調
べ
監
督
室
）

第
三
条
の
三
　
総
務
課
に
被
疑
者
取
調
べ
監
督
室
を
附
置
す
る
。

２
　
被
疑
者
取
調
べ
監
督
室
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
取
調
べ
の
適
正
化
の
た
め
の
監
督
に
関
す
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
指
導
」
の
下
に
「
並
び
に
職
務
質
問
技
能
の
向
上
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
音
楽
隊
」
の
下
に
「
、
被
疑
者
取
調
べ
監

督
室
」
を
加
え
る
。

「

音
楽

「

別
表
第
一
総
務
の
部
中
　
　
音
楽
隊
　
　
隊
長
補
佐
　
　
　
　
音
楽
隊
　
　
　
　
　
　
を
　
　
被
疑

」

調
べ

室

隊
　
　
隊
長
補
佐
　
　
　
　
音
楽
隊

「

者
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
地
域
の
部
地
域
指
導
室
の
項
中

監
督
　
取
調
べ
監
督
　
　
　
取
調
べ
監
督

」「

企
画
・
指
導
第
二

企
画
・
指
導
第
二
　
企
画
・
指
導
第
二
　
　
を
　
　
企
画
・
指
導
第
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

職
務
質
問
指
導

」

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
八
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
八
月
二
十
八
日

五
〇
〇


